
コ
ロ
ナ
禍
も
す
で
に
３
年

目
に
入
っ
た
。
蔓
延
防
止
等

の
措
置
は
全
て
の
都
道
府
県

で
解
除
さ
れ
、
行
政
サ
イ
ド

か
ら
の
対
応
は
一
段
落
の
感

が
あ
る
が
、
感
染
者
数
は
減

ら
ず
、
第
７
波
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
で
、
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ

ナ
の
時
代
は
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

息
苦
し
い
マ
ス
ク
と
は
で
き

る
だ
け
早
く
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た

い
も
の
だ
が
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
当

セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
に
も
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
一

昨
年
度
は
、
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
い
く
つ
か
の
研
究
会
を

中
止
し
、
半
日
程
度
の
特
別

研
究
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
Ｊ
Ａ
等
の
役
職
員
県

外
移
動
の
制
限
も
あ
っ
て
、

研
究
会
参
加
者
は
大
幅
に
減

少
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
度
は
、

開
催
方
法
を
見
直
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
研
究

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

参
加
者
の
数
自
体
が
格
段
に

増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
も
あ

り
、
研
究
会
開
催
方
法
と
し

て
、
新
た
な
可
能
性
が
拓
け

た
と
こ
ろ
と
も
考
え
て
い
る
。

と
は
い
え
、
当
セ
ン
タ
ー

の
研
究
会
の
魅
力
は
、
農
業
、

農
協
の
問
題
に
課
題
と
関
心

を
持
つ
人
々
が
一
堂
に
会
し

て
、
問
題
を
め
ぐ
っ
て
講
師

と
と
も
に
語
り
合
え
る
こ
と
、

そ
し
て
夕
刻
に
開
か
れ
る
懇

親
会
で
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
胸
襟
を
開
い
て

語
り
合
え
る
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
。
研
究
会
参
加

経
験
者
か
ら
、
「
懇
親
会
が

な
い
か
ら
、
楽
し
み
が
な
い

ね
」
と
い
っ
た
声
も
聞
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。
リ
モ
ー
ト
参

加
は
可
能
に
な
っ
た
に
せ
よ
、

当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
の
魅

力
は
、
残
念
な
が
ら
半
減
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

先

日

、

あ

る

方

か

ら

、

「
Ｊ
Ａ
は
、
コ
ロ
ナ
を
口
実

に
活
動
を
手
抜
き
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
、
「
対
面
の
活

動
は
Ｊ
Ａ
の
生
命
線
だ
か
ら
、

も
っ
と
工
夫
し
た
ら
ど
う
で

す
か
？
」
、
「
組
合
員
は
、

集
ま
り
た
く
て
、
話
し
た
く

て
う
ず
う
ず
し
て
い
ま
す
よ
。
」

と
の
苦
言
を
い
た
だ
い
た
。

確
か
に
そ
う
で
あ
る
。
「
安

全
第
一
」
と
ば
か
り
に
、
直

接
対
話
の
機
会
を
自
ら
閉
ざ

す
の
は
、
安
易
に
過
ぎ
る
だ

ろ
う
。
何
と
か
工
夫
と
努
力

で
、
協
同
組
合
の
強
み
で
あ

る
「
対
面
」
の
道
を
開
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
会
も

今
年
度
は
、
対
面
と
リ
モ
ー

ト
を
併
用
し
つ
つ
も
、
「
対

面
」
を
重
視
す
る
方
向
で
改

善
を
考
え
て
い
る
。
懇
親
会

の
開
催
が
で
き
る
ほ
ど
に
感

染
状
況
が
治
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
が
、
そ
れ
で
も
、

講
師
と
の
対
話
や
参
加
者
同

士
の
意
見
交
換
な
ど
、
フ
ェ

イ
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
の

対
面
性
を
重
視
す
る
研
究
会

に
し
た
い
と
構
想
を
練
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
も
、
会
員
各
位
の
ご

発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事

増
田
佳
昭
）

本
年
２
月
１
日
（
火
）
～

３
日
（
木
）
の
２
泊
３
日
と

い
う
長
丁
場
の
研
究
会
を
こ

の
程
終
え
ま
し
た
。
今
回
の

参
加
者
は
、
北
は
山
形
県
か

ら

南

は

宮

崎

県

の

15
都

府

県

20
人

（

う

ち

、

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ
で
の
ご
参
加

17
人
）
と
、

全
国
か
ら
広
く
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
対
面
と
リ
モ
ー

ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

し
た
が
、
リ
モ
ー
ト
で
の
参

加
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
遠

隔
地
か
ら
の
参
加
を
可
能
と

す
る
リ
モ
ー
ト
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
が
際
立
っ
た
研
究
会
で
し

た
が
、
一
方
で
、
パ
ソ
コ
ン

の
前
で
の
３
日
間
の
研
究
会

は
な
か
な
か
厳
し
い
日
程
で

も
あ
り
、
課
題
を
残
し
ま
し

た
。今

回
の
研
究
会
は
、
先
般

の

第

29
回

Ｊ

Ａ

全

国

大

会

決
議
で
提
起
さ
れ
た
「
地
域

農
業
振
興
計
画
」
策
定
に
よ

る
産
地
振
興
と
担
い
手
づ
く

り
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

直
近
２
回
の
大
会
で
は
農
協

改
革
を
受
け
て
「
自
己
改
革
」

が
全
面
に
謳
わ
れ
て
い
ま
し

た

が

、

今

回

の

大

会

で

は

「
地
域
農
業
振
興
計
画
」
の

表
記
が
久
し
ぶ
り
に
議
案
に

登
場
し
、
こ
こ
に
注
目
し
ま

し
た
。

３
日
間
の
研
究
会
で
は
、

研
究
者
と
実
践
家
か
ら
の
５

つ
の
報
告
と
、
２
日
目
に
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
設
定
、
①

Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
（
愛
媛

県
）
と
②
Ｊ
Ａ
菊
池
（
熊
本

県
）
か
ら
の
実
践
報
告
と
現

場
（
Ｊ
Ａ
紀
の
里
）
の
実
践

家
と
研
究
者
か
ら
の
コ
メ
ン

ト
を
も
と
に
討
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
Ⅰ
で
は
、
鈴
木
宣
弘

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

か
ら
、
食
の
安
全
に
対
す
る

危
機
と
と
も
に
、
地
域
循
環
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
リ
モ
ー
ト
」
と
「
対
面
」

研
究
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

令
和
３
年
度(

第
45
回)

地
域
農
業
振
興
に
関
す
る
研
究
会
を
終
え
て

新
年
度
に
あ
た
っ
て

工
夫
と
努
力
で
対
面
性
の
確
保
を



型
経
済
の
確
立
に
向
け
て
、

政
府
、
農
協
、
消
費
者
の
あ

り
方
が
課
題
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
Ⅱ
で
は
、
海
野
文

貴
氏
（
Ｊ
Ａ
愛
知
東
組
合
長
）

か
ら
、
新
城
市
等
関
係
機
関

と
連
携
し
、
新
規
就
農
者
の

募
集
・
育
成
・
支
援
の
め
ざ

ま
し
い
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
報
告
Ⅲ
で
は
、

小
池
恒
男
氏
（
滋
賀
県
立
大

学
名
誉
教
授
）
か
ら
、
地
域

農
業
振
興
計
画
を
ど
う
策
定
、

実
践
す
る
か
に
つ
い
て
、
大

会
議
案
で
の
位
置
付
け
か
ら

分
析
検
討
し
、
農
政
と
絡
め

な
が
ら
具
体
策
の
方
向
性
を

明
示
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
Ⅳ

で
は
、
戸
井
和
久
氏
（
Ｊ
Ａ

全
農
チ
ー
フ
オ
フ
ィ
サ
ー
）

か
ら
、
流
通
を
め
ぐ
る
世
の

中
の
大
き
な
変
化
（
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
踏
ま
え
て
）
と
新

た
な
流
通
の
変
化
を
ど
う
捉

え
、
販
売
戦
略
を
ど
う
考
え

る
の
か
、
具
体
的
に
進
め
て

い
る
取
り
組
み
を
素
材
に
課

題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー

マ
を
「
徹
底
討
論

産
地
振
興
と
担

い
手
づ
く
り
を
ど

う
す
す
め
る
か
⒝

地
域
農
業
振
興
計

画
の
策
定
と
実
践

⒝
」
と
設
定
し
、

座
長
に
は
増
田
佳

昭
氏
（
当
セ
ン
タ
ー

会
長
理
事
・
立
命

館
大
学
教
授
・
滋

賀
県
立
大
学
名
誉

教
授
）
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
実
践
報
告
①
で

は
労
働
力
支
援
に
よ
る
規
模

拡
大
や
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト

等
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果

を
中
心
に
、
実
践
報
告
②
で

は

11
次

に

わ

た

る

地

域

農

業
振
興
計
画
の
策
定
・
実
践

の
取
り
組
み
経
過
と
そ
の
成

果
を
中
心
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
討
論
で
は
農
業
支
援
事

業
の
経
営
収
支
や
小
規
模
農

家
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
の
報
告
Ⅴ
で
は
、
田

代
洋
一
氏
（
横
浜
国
立
大
学
・

大
妻
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
、
現
下
の
農
政
３
本
柱

（
み
ど
り
戦
略
、
水
田
農
業

政
策
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

法
制
化
）
の
意
義
と
問
題
性

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
２

０
２
０
年
農
業
セ
ン
サ
ス
か

ら
み
た
地
域
別
変
化
と
課
題

を
提
起
し
、
農
協
へ
の
期
待

と
し
て
、
農
政
の
構
造
政
策

の
視
点
で
は
な
く
、
農
村
居

住
者
や
中
間
層
を
重
視
し
、

農
村
・
地
域
農
業
を
守
る
た

め
の
地
域
ぐ
る
み
の
面
的
取

り
組
み
の
重
要
性
を
提
起
し
、

研
究
会
の
全
体
を
総
括
さ
れ

ま
し
た
。

（
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
・

主
席
研
究
員

瀬
津
孝
）

今
回
紹
介
す
る
調
査
研
究

は
、
令
和
３
年
度
に
Ｊ
Ａ
愛

知
中
央
会
か
ら
委
託
さ
れ
た

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
知
に
お

け
る
『
そ
の
他
生
活
』
事
業

の
収
支
改
善
及
び
基
礎
組
織

の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
」
の
う
ち
、
基
礎
組
織
に

関
す
る
部
分
で
あ
る
。

昨
今
、
「
基
礎
組
織
の
弱

体
化
」
や
「
総
代
選
出
の
困

難
」
を
訴
え
る
Ｊ
Ａ
が
少
な

く
な
い
。
農
業
者
組
合
員
の

減
少
や
構
成
員
の
高
齢
化
と

い
っ
た
集
落
農
業
組
織
自
体

の
弱
体
化
も
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ

と
の
関
係
整
理
な
ど
も
課
題

で
あ
る
。
同
調
査
研
究
で
は
、

県
内
３
Ｊ
Ａ
の
現
地
調
査
を

踏
ま
え
て
現
場
の
実
情
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と

農
業
集
落
組
織
と
の
歴
史
的

な
関
係
も
整
理
し
な
が
ら
、

今
日
的
課
題
と
対
応
策
を
検
討
、

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

愛
知
県
に
お
い
て
は
、
大

正

12
年

に

当

時

の

愛

知

縣

が
「
農
事
改
良
実
行
組
合
規

約
準
則
」
を
定
め
て
、
助
成

措
置
を
講
じ
た
こ
と
か
ら
、

集
落
農
業
組
織
の
整
備
が
急

速
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
そ

れ
ら
は
町
村
農
会
の
下
部
組

織
に
、
さ
ら
に
産
業
組
合
の

下
部
組
織
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
。
そ
れ
が
戦
中
の
農
業
会

を
経
て
、
戦
後
農
協
の
下
部

組
織
（
基
礎
組
織
）
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
そ
の
名
称
は
「
生

産

組

合

」

「

農

事

組

合

」

「
支
部
」
な
ど
と
多
様
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
果
た
し
て
い

る
役
割
も
、
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て

相
当
程
度
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
総
じ
て
農
家
数
が

減
少
し
、
基
礎
組
織
が
弱
体

化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、
総
代

選
出
を
依
頼
す
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
基
礎
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
集
落
農
業
組
織

は
、
も
と
も
と
集
落
の
農
業

関
係
の
「
自
治
組
織
」
で
あ

る
と
と
も
に
、
「
農
業
行
政

の

末

端

組

織

」

、

さ

ら

に

「
Ｊ
Ａ
の
基
礎
組
織
」
と
い

う
い
わ
ば
三
重
の
役
割
を
も
っ

て
い
る
。
現
段
階
で
の
課
題

は
、
集
落
内
の
農
家
数
減
少
、

農
業
行
政
の
変
化
、
Ｊ
Ａ
運

営
体
制
の
変
化
と
い
う
環
境

変
化
の
も
と
で
、
そ
れ
ら
を

い
か
に
効
果
的
、
効
率
的
に

再
編
成
す
る
か
に
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

詳
細
は
省
く
が
、
共
通
に

指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ

と
集
落
農
業
組
織
と
の
関
係

を
明
文
化
す
る
こ
と
の
必
要
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介
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組
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に
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る
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で
あ
ろ
う
。
言
い
か
え
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
Ｊ
Ａ

の
基
礎
組
織
」
な
の
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
生
産
組
合
長
会
議
、
支

部
長
会
議
等
の
規
程
の
明
確

化
も
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ａ
ご
と
に
、

集
落
組
織
と
の
歴
史
的
な
関

係
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
個
別
的
、
具
体

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
調
査
研
究
主
査

増
田
佳

昭
）

都
道
府
県
・
市
町
村
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
地
域
農

業
と
農
村
の
振
興
・
活
性
化
、

並
び
に
農
産
物
流
通
に
関
わ

る
各
種
農
業
関
係
機
関
・
団

体
の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
各
種
研
究
会

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。開

催
要
領
は
各
開
催
日
程

の
２
か
月
前
頃
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。
（h

t
t
p
s
:
/

/
a
g
r
i
d
t
c
.
o
r
.
j
p
/
n

i
t
t
e
i
.
h
t
m
l

か
ら
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
）
。

・
農
協
問
題
総
合
研
究
会

（
７
月

26
日
～

28
日
）

・
地
域
農
業
振
興
に
関
す
る

研
究
会

（
８
月
４
日
～
５
日
）

・
農
産
物
流
通
研
究
会

（
９
月

12
日
～

13
日
）

・
Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
会
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春

先

に

な

る

と

、

米

農

政

担

当

者

や

農

協

関

係

者

は

米

の

過

剰

作

付

け

の

趨

勢

に

気

を

も

む

。

主

食

用

米

の

相

対

取

引

価

格

は

、

先
の
17

～
19

年
産
米
（
60

㎏

）

は

１

万

５

千

円

を

超

え

て

い

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

の

宿

泊

・

飲

酒

業

界

等

に

お

け

る

業

務

用

需

要

の

落

ち

込

み

で

、

直

近

の

米

価

は

１

万

２

千

円

台

に

下

落

し

た

。

主

産

地

に

と

っ

て

、

作

付

け

転

換

に

よ

る

米

の

需

給

調

整

は

避

け

ら

れ
な
い
。

米

産

業

界

や

米

農

政

論

者

の

一

部

に

は

、

現

行

の

生

産

調

整

や

飼

料

用

米

助

成

に

批

判

的

な

見

方

が

根

強

く

あ

る

。

米

の

生

産

調

整

は

、

農

業

者

・

農

業

者

団

体

が

中

心

と

な

っ

て

自

主

的

に

行

う

シ

ス

テ

ム

に

移

行

し

た

は

ず

で

あ

る

。

そ

れ

に

も

関

わ

ら

ず

、

過

剰

作

付

け

抑

制

を

目

的

と

し

た

農

水

省

に

よ

る

主

産

地

へ

の

巡

回

指

導

や

飼

料

米

転

作

等

へ

の

手

厚

い

助

成

金

制

度

、

さ

ら

に

は

産

地

過

剰

在

庫

に

伴

う

市

場

隔

離

助

成

も

含

め

て

、

実

質

的

に

は

政

府

主

導

よ

る

需

給

調

整

で

あ

り

、

む

し

ろ

強

化

さ

れ

る

傾

向

に

あ

る

。

こ

れ

は

高

米

価

維

持

の

市

場

歪

曲

型

政

策

で

あ

り

、

結

果

的

に

米

消

費

の

減

少

や

米

産

業

規

模

の

縮

小

を

も

た

ら

し

て

い

る

と

断
罪
す
る
。

こ

の

よ

う

な

市

場

原

理

主

義

的

な

批

判

は

、

特

に

薄

利

多

売

の

米

卸

・

米

飯

業

界

の

低

米

価

要

求

を

代

弁

し

て

い

る

。

批

判

の

前

提

に

は

、

米

消

費

減

少

の

原

因

は

「

高

米

価

」

だ

と

い

う
「

思
い

込

み

」

が

あ

る

。

実

際

に

は

、

こ

の

20

年

間

で

み

て

も

一

人

当

た

り

米

消

費

量

は

価

格

変

動

と

は

無

関

係

に

減

少

し

続

け

て

い

る

。

し

か

も
、

米

消

費

の

動

向

は

各

世

代

一

律

で

は

な

い

。

拙

著

『

米

食

の

変

容

と

展

望

』

（

２

０

２

１

年

）

に

よ

れ

ば

、

米

消

費

を

大

幅

に

減

少

さ

せ

た

の

は

中

高

年

世

代

で

あ

る

。

以

前

は

若

い

世

代

よ

り

米

食

に

偏

し

て

い

た

高

齢

者

が

パ

ン

や

肉

類

・

乳

製

品

な

ど

の

消

費

を

増

や

し

、

食

料

消

費

の

多

様

化

が

進

ん

だ

た

め

で

あ
る
。
従
っ
て
、
安
く
な
っ

て

も

米

消

費

が

増

え

る

と

は
限
ら
な
い
。

そ

も

そ

も

、

昨

今

の

米

価

は

他

の

主

食

品

目

に

比

べ

て

高

い

の

で

あ

ろ

う

か
。

茶
碗
１
杯
の
白

米
が
約
26

円

、

お

に

ぎ

り

１

個

１

０

０

円

の

う

ち

白

米

原

価

は

約

10

円

に

す

ぎ

ず

、

米

飯

弁

当

の

原

材

料

費

に

占

め

る

割

合

も

約

３

割

に

留

ま

る

。

一

方

、

コ

ロ

ナ

禍

の

低

米

価

の

も

と

で

大

規

模

稲

作

経

営

と

い

え

ど

も

窮

迫

販

売

に

追

い

込

ま

れ

て

い

る

。

生

産

者

に

と

っ

て
、

中

食

・

外

食

業

者

の

売

価

対

策

や

低

所

得

者

の

食

料

消

費

対

策

の

た

め

に

、

米

価

抑

制

を

求

め

ら

れ

て

は

理

不

尽

こ

の

上

な

い

で

あ

ろ
う
。

ま

た

、

飼

料

用

米

へ

の

転

作

助

成

は

、

畜

産

物

消

費

の

増

大

下

で

飼

料

自

給

率

の

向

上

や

水

田

資

源

の

有

効

利

用

と

い

う

わ

が

国

の

食

料

安

全

保

障

に

強

く

関

わ

る

。

プ

ー

チ

ン

・

ロ

シ

ア

の

残

忍

な

侵

略

戦

争

の

影

響

で

主

要

穀

物

の

国

際

価

格

が

高

騰

し

て

い

る

お

り

、

こ

の

点

を

強

調

し

す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

（

当

セ

ン

タ

ー

理

事

・

客

員

研

究

員

・

新

潟

大

学

名
誉
教
授

青
柳
斉
）

時

論

米
生
産
調
整
へ
の

理
不
尽
な
批
判

Ⓒ

Ⓔ 令
和
４
年
度
研
究
会

開
催
日
程
の
ご
案
内



（

10
月

12
日
～

14
日
）

・
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
強
化
に

関
す
る
特
別
研
究
会

（

11
月

17
日
～

18
日
）

・
Ｊ
Ａ
金
融
問
題
研
究
会

（
１
月

19
日
～

20
日
）

・
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
事
業
に

関
す
る
研
究
会

（
２
月
８
日
～

10
日
）

・
自
治
体
農
政
セ
ミ
ナ
ー

（

11
月
１
日
・

12
月
９

日
）

各
研
究
会
は
京
都
市
内
の

会
場
お
よ
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

今
号
は
、
会
員
Ｊ
Ａ
様
か

ら
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
・
会
友
の
み
な
さ

ま
に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら

え
る
紙
面
を
つ
く
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
Ｎ
）
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新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

に

よ

る

パ

ン

デ

ミ

ッ

ク

か

ら

、

私

た

ち

農

業

協

同

組

合

は

一

つ

の

教

訓

を

学

ん

で

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

危

機

的

な

状

況

は

、

我

が

国

の

食

料

・

農

業

・

地

域

に

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

る

一

方

、

そ

の

影

響

は

弱

者

を

は

じ

め

少

数

の

人

た

ち

へ

集

中

し

て

い

ま

す
。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

に

よ

り

、

健

康

に

不

安

が

あ

る

方

、

経

済

的

に

恵

ま

れ

て

い

な

い

方

、

ま

た

、

仕

事

を

失

っ

て

し

ま

っ

た

人

た

ち

は

よ

り

厳

し

い

環

境

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

私

た

ち

は

組

合

員

は

も

と

よ

り

、

こ

う

し

た

弱

い

立

場

に

立

っ

て

い

る

人

た

ち

に
、

農

業

協

同

組

合

の

地

域

活

動

を

通

じ

て

思

い

や

り

を

持

っ

て

接

す

る

た

め

に

も

Ｊ

Ａ

綱

領

が

示

す

「

地

域

農

業

と

地

域

に

根

ざ

し

た

組

織

と

し

て

の

社

会

的

責

任

を

誠

実

に

果

た

す

」

を

目

標

に

、

地

域

農

業

と

組

合

員

の

農

業

経

営

を

支

え

発

展

さ

せ

る

役

割

の

発

揮

と

、

組

合

員

の

生

活

を

支

え

住

み

よ

い

元

気

な

地

域

づ

く

り

に

貢

献

す

る

役

割

を

誠

実

に

果

た

さ

な

け

れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ

う

し

た

状

況

の

中

、

農

業

開

発

研

修

セ

ン

タ

ー

は
産
学
連
携
に
よ
る
学
者
・

研

究

者

の

知

見

に

よ

り

地

域

農

業

や

農

業

協

同

組

合

が

直

面

す

る

課

題

や

問

題

の

解

決

支

援

に

取

り

組

ん

で

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

Ｊ

Ａ

の

依

頼

に

よ

る

調

査

診

断

を

は

じ

め

専

門

別

セ

ミ

ナ

ー

の

開

催

に

と

ど

ま

る

こ

と

な

く

、

共

に

学

び

共

に

考

え

る

こ

と

を

通

じ

て

そ

の

役

割

を

的

確

に

発

揮

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す
。

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で

に

調

査

診

断

の

支

援

に

基

づ

く

中

期

経

営

計

画

策

定

お

よ

び

地

域

農

業

振

興

計

画

策

定

の

た

め

の

支

援

を

は

じ

め

、

役

職

員

の

各

種

セ

ミ

ナ

ー

に

積

極

的

に

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

当

Ｊ

Ａ

の

地

域

農

業

振

興

と

Ｊ

Ａ

組

織

運

営

並

び

に

事

業

再

構

築

等

に

多

大

な

る

貢

献

を

し

て

い

た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

私

た

ち

Ｊ

Ａ

は

、

長

期

化

す

る

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

へ

の

対

応

を

し

つ

つ

世

界

的

な

物

流

混

乱

と

向

き

合

い

、

組

合

員

の

た

め

に

持

続

可

能

な

経

済
・
社
会
・
環
境
の
実
現
を
目

指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環

境

対

策

と

し

て

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

、

み

ど

り

の

食

料

シ

ス

テ

ム

戦

略

へ

の

対

応

を

し

つ

つ

、

令

和

３

年

に

見

直

さ

れ

た

農

水

省

の

監

督

指

針

で

あ

る

制

度

化

へ

の

対

応

と

し

て

①
早

期

警

戒

制

度

の

導

入

、

②
自

己

改

革

の

継

続

的

な

取

り

組

み
、

ま

た

、

Ｊ

Ａ

通

常

総

代

会

で

、

③
農

業

者

の

所

得

向

上

に

つ

な

が

る

具

体

的

方

針

、

④
中

期

（

５

年

）

の

収

支

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

基

づ

く

事

業

計

画

策

定
、

⑤
准

組

合

員

の

意

思

反

映

な

ら

び

に

事

業

利

用

方

針
、

⑥
農

業

者

向

け

投

融

資

の

方

針

を

提

起

す

る

必

要

が

あ

る

な

ど

、

対

応

す

べ

き

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

今

後

と

も

、

地

域

に

な

く

て

な

ら

な

い

Ｊ

Ａ

で

あ

り

続

け

る

た

め

に

、

自

己

改

革

の

実

践

を

支

え

る

持

続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・

強

化

と

と

も

に

、

組

合

員

と

の

徹

底

し

た

対

話

を

通

じ

た

総

合

事

業

を

基

本

と

し
た
「
不
断
の
自
己
改
革
」

に

取

り

組

む

た

め

に

も

、

農

業

開

発

研

修

セ

ン
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